大学院生用
平成30年度官民協働海外留学支援制度～トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム～
家計基準に係る家族状況確認表

日本学生支援機構第二種奨学金の家計基準を満たす場合と満たさない場合とで募集案内、支援内容に違いがあります。この「家計基準に係る家族状況確認表」は、応募できる
コースが「大学全国コース」か「大学オープンコース」かを所属学部・研究科の事務室で
判定するために必要となります。

●家計基準
　本人及び配偶者(配偶者は定職収入がある場合のみ)の平成28年分(1~12月)の収入金額が、　収入基準額以下であれば「大学全国コース」、基準額を超えれば「大学オープンコース」となります。

	収入基準額

	修士・博士前期課程/
専門職大学院課程
	博士・博士後期課程/博士医・歯・獣医・薬学課程

	536万円
	718万円



　　［参考］給与所得の控除額(配偶者のみ)
	年間収入金額(税込)
	控除額

	298万円未満
	年間収入金額と同額

	298万円以上400万円以下
	年間収入金額×0.2+214万円

	400万円を超え781万円以下
	年間収入金額×0.3+174万円

	781万円を超える
	408万円



●家計基準の判定
以下の項目のすべてについて回答し、証明書類を添付してご提出ください。

１．あなたの情報 (平成30年4月1日時点)
	学籍番号
	所属研究科
	学年
	氏　名

	
	
	
	



２．あなたの奨学金情報（現在の状況）
	JASSO奨学金
	無 ／ 第Ⅰ種 ／ 第Ⅱ種
	奨学生番号（　　　　　　　　　　　　　　）

	その他の奨学金
	無 ／ 有
	名称
（　　　　　　　　　　　　　　）　　　　



３．あなたの家族構成（現在の状況）
	配偶者の有無
	無　／ 有




４．あなたの収入・所得金額
　以下の項目をそれぞれ算出し、金額一万円未満は切り捨ててご記入ください。
　なお、本年見込については前年の収入金額に対して、変動が見込まれる場合に限り
ご記入ください。また、この場合も前年の収入金額は必ずご記入ください。
	収入の種類
	前年(H28.1~12)
	本年見込

	定職収入１
	
	

	定職収入２
	
	

	アルバイト１
	
	

	アルバイト２
	
	

	アルバイト３
	
	

	父母からの給付額
	
	

	奨学金（現在申込中のものは除く）
	
	

	その他（利子・配当・預貯金の取り崩し額等）
	
	



５．定職のある配偶者の収入・所得金額
　以下の項目をそれぞれ算出し、金額一万円未満は切り捨ててご記入ください。
　なお、本年見込については前年の収入金額に対して、変動が見込まれる場合に限り
ご記入ください。また、この場合も前年の収入金額は必ずご記入ください。
	収入の種類
	前年(H28.1~12)
	本年見込

	給与所得(源泉徴収票等における支払金額)
	
	

	給与所得以外(確定申告書における所得金額)
	
	



· 上記項目3、4、5を証明するための提出書類
証明書類はコピー可です。提出された証明書類は返却できません。
該当する証明書類を添付のうえ所属学部・研究科事務室へご提出ください。
	発行後3ヶ月以内のものが必要
	本人確認のため
	本人及び配偶者の住民票
※マイナンバー、本籍地は載せないこと

	平成28年(1~12月)の証明書類提出が必要
	定職収入がある場合
	給与所得者→源泉徴収票
給与所得者以外→所得税の確定申告書(控)
※確定申告書(控)に受付印がない場合は市区町村役場発行の所得証明書も必要
※電子申告(e-Tax)を行った場合は、「申告内容確認票」に「受付結果(受信通知：「メール詳細」画面)」または「即時通知」を添付

	
	アルバイト収入の場合
	アルバイト先の源泉徴収票、給与支払証明書　等

	
	父母等からの給付額
	給付の年額証明書

	
	奨学金を受けている場合
	奨学生採用決定通知、奨学金受給額を証明する書類

	
	その他
	雇用保険受給資格者証、各種手当の通知書、生活費の出し入れに使用している預貯金通帳(口座名義人と直近3ヶ月程度の記帳部分)のコピー等

	上記以外に
平成29年の
証明書類も
併せて提出が
必要
	収入に変動がある場合
	[bookmark: _GoBack]給与明細、年収見込証明書(定職・アルバイト収入がある場合)、退職証明書、該当収入を証明できる書類(奨学金・その他の収入がある場合は、上記平成28年の取扱いと同様)
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